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いいだ市議会だより───税金の使いみちを決めました平成24.4.24 ②

税金の使いみちを
決めました
税金の使いみちを
決めました
　４つの常任委員会において、各予算案について慎重に審査を行ったうえ、
本会議で可決しました。

【各会計当初予算】

【一般会計の重点事業など】

会 計 名

一　般　会　計

平成24年度予算額（億円） 前年度比増減（％）

424 △0.0

特別会計（国民健康保険事業など11会計） 264 1.7

病 院 事 業 会 計 155 6.0

水 道 事 業 会 計 33 4.6

合　　　　　計 876 1.7

大学とのネットワーク構築事業

599万円
庁舎整備事業

5億4,990万円
市立病院第３次整備事業

4億7,000万円

障害者自立支援介護給付事業

10億6,157万円
天龍峡活性化事業

2億1,127万円
小中連携・一貫教育推進事業

650万円

※表示単位未満 四捨五入しています



いいだ市議会だより───平成24年度 当初予算案を可決 No.181③

平成24年度
当初予算案を可決
平成24年度
当初予算案を可決

　市の事業について、議会側の提言に対し、市側から対応状況につい
て回答がなされました。以下主なものを紹介します。
※市議会では、市民益の実現のため、毎年市の施策・事務事業について行政評価を行い、執
行状況を監視するとともに市側に提言を行っています。

議会の提言は予算にどう反映された？

市議会からの提言 予算への反映状況市側の回答

【洪水ハザードマップ作成】
東日本大震災を受け、作成済
みのマップの点検、活用を進め
られたい。

廃　止
（千代地区のマップは
平成24年度に予算を
繰り越して作成）

平成23年度に竜東4地区の策定
をもって事業が終了しますが、
24年度は、新たな区域指定につ
いて県と協議していきます。

【発達障がい児への支援】
増加が予想される発達障がい
児への対応等のため人員体制
も含め強化すべきである。

縮　小

先進市などの例を参考に、
子どもの支援のため保健・
教育・医療・福祉による新た
な組織・協働体制について
検討を進めます。

【企業誘致】
企業誘致が進まない。他地域
の事例を参考にするなど原因
を究明し、事業を推進された
い。

拡　大

円滑で十分な情報入手の
ため、首都圏に専門の企業
誘致担当を配置します。

【不法投棄対策】
不法投棄現場などの情報を共
有化し、地域において監視する
環境づくりを進める必要があ
る。

現状維持

地域において環境美化を
推進し、ポイ捨てを抑止す
るための条例制定について
検討を進めます。

市長に対し議会からの提言



いいだ市議会だより─── 第1回定例会  一般質問  ダイジェスト平成24.4.24 ④
　

一
般
質
問
と
は
、市
政
全
般
に
わ
た
り
市
長
を
は
じ
め
執
行
機
関
側
に
、事
業
の
執
行
状
況
や

将
来
的
な
方
針
な
ど
を
質
し
、説
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。今
回
は
３
月
に
行
わ
れ
た
第
1
回
定

例
会
で
の
一
般
質
問
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。（
質
問
順
）

※

■
は
、そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

　
　

井
坪　

隆
　
議
員（
会
派
み
ら
い
）

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
推
進
は
、今
こ
そ
官
民
一

体
の
行
動
が
求
め
ら
れ
る
。市
長
は
ど
の
よ
う

に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
く
か
。

期
成
同
盟
会
の
昨
年
末
総
会
で
の
決
議
で
、リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
の
早
期
開
通
に
向
け
て
、同
盟
会

構
成
団
体
が
役
割
を
担
い
つ
つ
、地
域
が
一
丸
と

な
っ
て
、事
業
推
進
に
向
け
邁
進
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、決
議
に
基
づ
い
て
地
域
が
一
体
と
な
って

取
り
組
ん
で
い
く
。

■
平
成
24
年
度
予
算
に
つ
い
て

市
政
を
問
う
！

市
政
を
問
う
！

リ
ニ
ア
推
進

　

市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は

　
　

牛
山　

滿
智
子
　
議
員（
無
会
派
）

児
童
虐
待
早
期
発
見
の
た
め
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ

の「
早
期
発
見
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
医
師・保
育

士・教
師
等
が
手
元
に
置
け
る
よ
う
に
し
た
ら
ど

う
か
。

現
在
、子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
構
成

団
体
で
飯
田
市
児
童
虐
待
防
止
対
策
マ
ニュ
ア
ル

を
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
。ま
た
市
立
病
院
で
は

診
断
ガ
イ
ド
を
取
り
寄
せ
、院
内
で
の
研
修
を
行

う
よ
う
進
め
て
い
る
。

■
猫
の
不
妊・去
勢
手
術
へ
の
助
成

児
童
虐
待
防
止

　

早
期
発
見
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
配
布
を

QA

　
　

湯
澤　

啓
次
　
議
員（
会
派
の
ぞ
み
）

飯
田
ら
し
さ
を
生
か
し
た
小
中
連
携・一
貫
教
育

と
し
て
９
年
間
の
義
務
教
育
で
ど
の
よ
う
な
学

力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
か
。

全
人
的
な
人
づ
く
り
と
し
て
地
域
を
愛
し
、将
来

の
飯
田
市
の
担
い
手
と
な
る
よ
う
ム
ト
ス
の
心
、結

の
心
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
。ふ
る
さ
と

飯
田
の
人・も
の・こ
と
に
関
わ
る
こ
と
を
学
び
、意

思
や
意
欲
を
育
む
こ
と
で
、リ
ニ
ア
時
代
を
担
う

人
づ
く
り
を
目
指
す
。

■「
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
よ
る
二
十
一
世
紀

型
戦
略
的
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

小
中
連
携
・
一
貫
教
育

ど
の
よ
う
な
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
か

QA

　
　

吉
川　

秋
利
　
議
員（
会
派
の
ぞ
み
）

柔
道
の
義
務
教
育
授
業
へ
の
採
用
に
つ
い
て
授

業
の
安
全
性
へ
の
配
慮
は
。

授
業
で
は
受
け
身
や
寝
技
中
心
の
指
導
を
行
って

お
り
、立
ち
膝
で
の
練
習
や
仕
掛
け
る
技
を
危
険

回
避
の
た
め
制
限
し
て
い
く
。指
導
者
側
と
し
て
、

目
が
行
き
届
く
範
囲
で
の
授
業
や
安
全
指
導
の

研
修
等
を
行
い
、安
全
性
を
確
保
す
る
。

■
地
域
と
し
て
の
統
合
力
発
揮
の
た
め
の
拠
点

作
り
に
つ
い
て
■
災
害
対
策
に
つ
い
て

柔
道
の
授
業

　

安
全
性
へ
の
配
慮
は

QA

　
　

林　

幸
次
　
議
員（
公
明
党
）

教
育
の
充
実
と
し
て
、県
の「
活
用
方
法
選
択
型

教
員
配
置
事
業
」に
対
す
る
市
の
対
応・連
携
は

ど
う
か
。

市
に
お
け
る
本
年
度
の
活
用
状
況
は
、30
人
規
模

学
級
編
制
に
係
る
配
置
は
小
学
校
８
校
、中
学
校

３
校
、少
人
数
学
習
集
団
編
成
に
係
る
配
置
は
小

学
校
８
校
、中
学
校
６
校
で
あ
る
。不
登
校
等
児

童
生
徒
支
援
に
係
る
配
置
は
小
学
校
１
校
、中
学

校
４
校
で
あ
り
、小
学
校
の
学
習
習
慣
形
成
に
係

る
配
置
は
７
校
で
あ
る
。来
年
度
の
配
置
は
確
定

し
て
い
な
い
が
、今
年
度
と
ほ
ぼ
同
様
の
希
望
で

あ
る
。

■
平
成
24
年
度
予
算(

案
）■
行
財
政
改
革
推
進

教
育
の
充
実
へ

　

県
事
業
の
活
用
も

QA　
　

清
水　

可
晴
　
議
員（
市
民
パ
ワ
ー
）

飯
田
市
行
財
政
改
革
大
綱
の
考
え
方
に
つ
い
て

総
数
抑
制
の
第
６
次
定
員
適
正
化
計
画
は
地
域

主
権
改
革
と
逆
行
す
る
の
で
は
な
い
か
。

平
成
24
年
度
当
初
で
は
地
域
主
権
改
革
に
伴
う

事
務
量
の
増
加
は
職
員
を
増
員
配
置
す
る
ま
で

に
は
至
ら
な
い
が
、次
年
度
以
降
状
況
が
変
わ
っ

て
く
れ
ば
定
員
適
正
化
計
画
も
見
直
し
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
固
定
的
に
考
え
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。

■
入
札
制
度
改
革
と
公
契
約
条
例
の
制
定

第
６
次
定
員
適
正
化
計
画
は

地
域
主
権
改
革
に
逆
行
し
な
い
か

QA

　
　

下
平　

勝
熙
　
議
員（
市
民
パ
ワ
ー
）

他
の
自
治
体
の
中
に
小
型
家
電
の
回
収
の
取
組

み
を
始
め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、市
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

全
国
で
は
、実
施
中
ま
た
は
実
施
予
定
、実
施
の

方
針
の
自
治
体
の
割
合
は
、
約
49 
％
と
な
っ
て
い

小
型
家
電

　

回
収
は
ど
う
考
え
る

QA

る
。

　

当
面
は
現
行
の
処
理
体
制
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
当
該
制

度
への
参
加
に
つい
て
は
検
討
し
た
い
。

■
都
市
計
画
道
路
事
業
に
つ
い
て

　
　

内
田　

雄
一
　
議
員（
日
本
共
産
党
）

行
財
政
改
革
大
綱・プ
ラ
ン
に
つ
い
て「
民
間
の

参
入
機
会
を
拡
大
」す
る
と
し
て
い
る
が
、今
後

の
民
営
化
方
針
と
そ
の
対
象
と
し
て
想
定
し
て

い
る
も
の
は
な
に
か
。

今
後
、民
間
委
託
等
を
行
って
い
く
業
務
に
つい
て

は
、行
政
評
価
や
事
務
事
業
の
精
査
等
の
結
果
に

よ
り
選
定
し
て
い
き
た
い
。

■
第
６
次
定
員
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

■
一
般
廃
棄
物（
ご
み
）処
理
基
本
計
画
に
つ
い
て

行
財
政
改
革

　

今
後
の
民
営
化
方
針
は

QA

　
　

福
沢　

清
　
議
員（
会
派
み
ら
い
）

新
地
方
公
会
計
制
度
に
よ
る
財
務
諸
表
と
新
年

度
予
算
と
の
関
係
は
ど
う
か
。

今
年
度
、総
務
省
で
市
有
資
産
の
将
来
的
な
維

持
経
費
を
試
算
す
る
試
み
が
あ
り
、当
市
も
呼

び
掛
け
に
応
じ
実
験
的
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。財
務
諸
表
を
実
際
の
財
政
運
営
に
活
用
し

た
い
と
い
う
こ
と
は
、考
え
て
お
り
、こ
の
よ
う
な

試
み
に
は
今
後
も
参
加
し
て
ま
い
り
た
い
。

■
パ
ー
ソ
ナ
ル・サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

■
共
通
番
号
制
に
つ
い
て

新
地
方
公
会
計
制
度
の
導
入
は

QA

QA
ズバリ



いいだ市議会だより─── 第1回定例会  一般質問  ダイジェスト No.181⑤

　
　

村
松
　
ま
り
子
　
議
員
　（
公
明
党
）

途
切
れ
な
い
発
達
支
援
の
た
め
子
ど
も
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
保
健・福
祉・教
育
等
関

係
部
局
の
一
元
化
し
た「
子
ど
も
発
達
総
合
支

援
室(

セ
ン
タ
ー
）」を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

子
ど
も
の
一
貫
し
た
支
援
の
た
め
の
情
報
共
有

と
一
体
的
な
早
期
支
援
体
制
の
構
築
の
た
め
、保

健
、福
祉
、医
療
、教
育
が
横
の
連
携
を
図
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。セ
ン
タ
ー
設
置
に

つ
い
て
は
、地
域
健
康
ケ
ア
計
画
の
推
進
と
合
わ

せ
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

発
達
障
が
い
児
へ
の
支
援

子
ど
も
発
達
総
合
支
援
室
の
設
置
を

QA　
　

原
　
和
世
　
議
員（
会
派
み
ら
い
）

高
齢
者
等
が
一
人
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
つ
い
て
孤
独
死
へ
の
対
策

と
見
守
り
の
社
会
を
ど
う
考
え
る
か
。

幸
い
に
も
当
市
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
孤
独
死

の
発
生
事
例
は
な
い
。こ
の
こ
と
は
、ま
だ
ま
だ
地

域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
証
と
受
け
止

め
て
お
り
、今
後
も
こ
う
し
た
良
好
な
地
域
社
会

の
維
持
発
展
に
努
め
て
い
く
。

■
育
て
育
む
地
域
づ
く
り
に
関
し
て

孤
独
死
へ
の
対
策

　
高
齢
者
の
見
守
り
は

QA　
　

木
下
　
容
子
　
議
員（
市
民
パ
ワ
ー
）

自
転
車
利
用
者
へ
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
啓
発

に
つ
い
て
学
校
で
は
交
通
安
全
教
育
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

小
学
校
の
交
通
安
全
教
室
は
、各
校
で
毎
年
１
回

〜
２
回
実
施
し
て
い
る
。中
学
校
は
９
校
中
７
校

自
転
車
利
用

学
校
で
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
啓
発
を

QA

で
実
施
し
て
い
る
。

　

自
転
車
運
転
免
許
証
の
交
付
は
行
っ
て
い
な
い

が
、交
通
安
全
教
室
に
参
加
し
た
児
童
が
自
転

車
に
乗
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
を
行
っ
て
い

る
。ま
た
、学
年
に
よ
って
乗
車
可
能
な
路
線
を
決

め
る
な
ど
学
校
独
自
の
取
り
組
み
も
行
って
い
る
。

　
　

木
下
　
克
志
　
議
員（
会
派
の
ぞ
み
）

不
法
投
棄
に
つ
い
て
ポ
イ
捨
て
条
例
の
検
討
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

市
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
環
境
の
美
化
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
中
、残
念
な
こ
と
に
今
年
度
の
不

法
投
棄
に
対
す
る
苦
情
通
報
件
数
は
増
加
し
て

い
る
。他
市
の
事
例
な
ど
も
参
考
に
、市
に
と
っ
て

ふ
さ
わ
し
い
条
例
の
あ
り
方
に
つい
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

■
水
資
源
に
つ
い
て
■
食
と
農
に
つ
い
て

不
法
投
棄
対
策

　
ポ
イ
捨
て
条
例
の
検
討
は

QA　
　

永
井
　
一
英
　
議
員（
公
明
党
）

「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」を
救
急
の
場
合
か
ら

災
害
時
ま
で
拡
大
し
、導
入
す
べ
き
だ
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

災
害
も
含
め
て
緊
急
時
に
、要
援
護
者
の
生
命
を

守
る
た
め
の
情
報
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
、考
え
て

お
り
、万
が
一
の
時
に「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」

が
有
効
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

今
後
、社
会
福
祉
協
議
会
や
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
な
ど
と
連
携
し
て
、有
益
な
方
法
を
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

■
小･

中
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
に
つ
い
て

■
地
方
分
権 (

第
１
次・第
２
次
一
括
法
）の
施
行

が
飯
田
市
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

　
導
入
は
ど
う
考
え
る
か

QA

　
　

清
水
　
勇
　
議
員（
会
派
の
ぞ
み
）

飯
田
市
立
病
院
の
状
況
に
つ
い
て
今
後
の
医
療

体
制
と
医
師
、看
護
師
の
増
員
の
考
え
は
。

診
療
科
に
よ
っ
て
は
医
師
不
足
で
あ
る
。信
州
大

学
か
ら
派
遣
を
増
や
し
て
も
ら
え
た
診
療
科
も

あ
る
が
、全
国
的
に
産
科
医
師
は
不
足
し
て
い

る
。信
大
で
一
定
の
配
慮
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

が
、早
急
な
増
員
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

■
第
５
次
基
本
構
想
の
後
期
基
本
計
画
、産
業

施
策
に
つ
い
て
■
中
山
間
地
域
振
興
計
画

市
立
病
院

　
ス
タ
ッ
フ
増
員
の
考
え
は

QA　
　

原
　
勉
　
議
員（
会
派
み
ら
い
）

「
行
財
政
改
革
大
綱
」と
市
の
将
来
人
口
に
対
す

る
市
長
の
認
識
は
。ま
た
市
の
公
共
施
設
の
建

設
投
資
と
維
持
費
用
等
の
検
証
は
。

平
成
22
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で
３
年
間
で
、橋
り

ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お

り
、新
年
度
予
算
案
で
は
、都
市
公
園
長
寿
命
化

修
繕
計
画
、下
水
道
管
渠
長
寿
命
化
計
画
の
策

定
経
費
も
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。市
有
財
産

全
体
に
つ
い
て
の
維
持
補
修
経
費
の
試
算
に
は
至

って
い
な
い
。

■
21
世
紀
型
戦
略
的
地
域
づ
く
り(

「
知
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」）に
つ
い
て

行
財
政
改
革

　
公
共
施
設
の
建
設
等
の
検
証
は

QA　
　

伊
壷　

敏
子
　
議
員（
日
本
共
産
党
）

新
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
介
護
保
険
料
抑
制

の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
た
か
。

第
５
期
介
護
保
険
料
の
負
担
を
引
き
下
げ
る
た

介
護
保
険
料

　
抑
制
へ
の
対
応
は

QA

め
、基
準
額
の
１
段
階
下
の
第
３
段
階
を
新
た
に

２
分
化
し
低
所
得
者
への
軽
減
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、介
護
給
付
準
備
基
金
の
残
高
１
億
５
千

万
円
を
、全
額
を
取
り
崩
し
保
険
料
軽
減
に
充

て
る
こ
と
に
し
た
。保
険
料
の
上
昇
に
も
つ
な
が

る
施
設
整
備
に
つい
て
は
、整
備
量
を
精
査
し
、特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
必
要
最
小
限
の
施
設

整
備
と
し
重
点
化
を
図
っ
た
。

　
　

後
藤　

荘
一　

議
員（
日
本
共
産
党
）

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
設
立
の
要
望
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
が
、市
と
し
て
の
考
え
は
あ
る
か
。

市
と
し
て
、成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
設
置
も
含
め

権
利
擁
護
の
推
進
を
図
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
に
立

ち
、昨
年
11
月
に
関
係
す
る
団
体
、関
係
機
関
、

下
伊
那
郡
内
の
町
村
か
ら
な
る「
成
年
後
見
制

度
促
進
検
討
会
」を
発
足
さ
せ
、成
年
後
見
制
度

の
利
用
促
進
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

　    

設
立
の
考
え
は

QA　
　

新
井　

信
一
郎
　
議
員（
会
派
の
ぞ
み
）

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ
い
て
、南
ア
ル
プ
ス
世

界
自
然
遺
産
登
録
推
進
事
業
と
協
力
関
係
を
築

く
た
め
に
も
、飯
田
市
ら
し
い
教
育
環
境
整
備

の
一
環
と
し
て
、『
ユ
ネ
ス
コ・ス
ク
ー
ル
』に
加

盟
し
な
い
か
。

市
内
小
中
学
校
で
行
って
い
る
地
育
力
向
上
連
携

シ
ス
テ
ム
、学
校
い
い
む
す
な
ど
は
ユ
ネ
ス
コ・ス
ク

ー
ル
の
活
動
と
も
重
な
る
た
め
、社
会・自
然
環
境

学
習
の
一
貫
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ・ス
ク
ー
ル
に
つい
て

検
討
し
て
み
た
い
。

南
ア
ル
プ
ス
世
界
自
然
遺
産
登
録
推
進

　
ユ
ネ
ス
コ・ス
ク
ー
ル
に
加
盟
を

QA



★
慎
重
な
審
議
の
結
果

　
　
継
続
審
査
と
し
ま
し
た

○
陳
情
の
要
旨

　

市
に
対
し
、市
内
全
小
中
学
校
に
お
い
て

定
期
的
に
給
食
食
材
の
放
射
性
物
質
検
査

を
実
施
し
、結
果
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、

少
量
で
も
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
食

材
は
使
用
し
な
い
よ
う
求
め
る

○
陳
情
者
　
放
射
能
測
定
伊
那
谷
市
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
代
表 

阿
部
秀
信 

氏

委
員
会
で
の
主
な
意
見

■
風
評
被
害
を
助
長
す
る
恐
れ
も
あ
り
、

思
い
は
理
解
で
き
る
が
直
ち
に
採
択
で
き

な
い
。

■
国
も
食
品
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
新
基

準
を
適
用
す
る
４
月
以
降
、検
査
体
制
の

強
化
を
図
っ
て
い
る
。そ
う
し
た
動
向
も
見

な
が
ら
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

いいだ市議会だより───委員会での審議  総務文教委員会平成24.4.24 ⑥

▼
損
害
賠
償
事
案
の
議
会

へ
の
未
報
告
案
件
の
ほ

か
、シ
ス
テ
ム
の
不
具
合

に
よ
る
税
の
賦
課
漏
れ
、

老
人
保
護
措
置
費
の
過

払
い
な
ど
一
連
の
事
案
が

生
じ
た
。市
長
報
酬
を
減

額
す
る
と
い
う
責
任
の

取
り
方
で
よ
い
か

　
一
連
の
事
案
に
つ
い
て

年
度
の
変
わ
り
目
に
あ
た

る
の
で
、こ
れ
ま
で
の
例
や

他
の
自
治
体
の
例
か
ら
市

長
が
判
断
し
た
。

▼
大
学
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
事
業
に
つ
い
て
大

学
設
置
を
ど
う
考
え
て

い
る
か

　
大
学
誘
致
の
考
え
が

な
く
な
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
の
な
か
で
総
合
的
に

研
究
し
て
い
く
。

再
発
防
止
・
信
頼
回
復
へ  

市
長
報
酬
を
減
額

大
学
設
置

ど
う
考
え
て
い
る
か

▼
消
防
団
員
の
確
保
の
た
め
に
消
防
団

交
付
金
は
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か

　
団
員
の
出
動
手
当
等
の
費
用
に
充

て
ら
れ
て
お
り
、消
防
団
の
体
制
づ
く

り
に
繋
が
っ
て
い
る
。消
防
団
は
大
事

な
存
在
で
あ
り
、ま
ず
団
員
の
生
命
を

守
る
と
い
う
意
味
で
安
全
装
備
が
充

実
す
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

消
防
団
は
大
事
な
存
在

　
　
見
え
る
形
で
応
援
を

▼
集
会
施
設
の
地
元
自
治
会
へ
の
払

い
下
げ
の
考
え
方
や
管
理
の
方
法
は

　
住
民
の
身
近
な
施
設
は
、地
元
で
管

理
し
て
も
ら
う
と
の
考
え
方
に
基
づ

き
、地
元
と
の
協
議
が
整
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
無
償
譲
渡
に
つい
て
順
次
判
断
す

る
。払
い
下
げ
後
は
管
理
も
含
め
、地

元
の
自
治
会
が
行
う
。

　
ま
た
、施
設
改
修
等
の
必
要
が
生
じ

た
時
は
、飯
田
市
集
会
施
設
整
備
事

業
補
助
金
交
付
要
綱
の
活
用
も
可
能

で
あ
る
。

地
域
の
集
会
施
設

　
払
い
下
げ
の
考
え
方

▼
リ
ニ
ア
推
進
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ（
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業
を
見
据
え

た
地
域
づ
く
り
の
工
程
）の
検
討
の

中
で
広
域
連
携
は
ど
の
よ
う
に
進

め
る
か

　
県
で
検
討
中
の
総
合
交
通
ビ
ジ
ョン

の
策
定
や
、地
方
事
務
所
で
計
画
の
地

域
づ
く
り
基
礎
調
査
事
業
等
の
状
況

を
見
な
が
ら
、調
整・補
完
を
し
て
進

め
て
い
く
。

【
市
の
給
食
へ
の
取
組
状
況
】

○
飯
田
市
で
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
以
前
か
ら
、食
の
安
全
、環
境
対

策
、地
域
振
興
の
観
点
で
域
産
域
消
に
取

り
組
み
、優
先
し
て
地
元
食
材
を
利
用
し

て
い
る
。

○
長
野
県
で
は
、４
ヵ
所
に
測
定
器
を
配

置
し
、調
理
に
使
用
す
る
前
の
、県
外
産

の
食
材
の
検
査
を
行
う
こ
と
と
な
り
、市

で
も
検
体
を
提
出
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
る
。

○
昨
年
10
月
か
ら
、市
は
独
自
に
、６
つ
あ

る
調
理
場
ご
と
に
月
１
回
、市
内
の
検
査

機
関
に
委
託
し
て
調
理
後
の
給
食
を
検

査
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
に
放
射
性
物
質

は
、検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

（
社
会
委
員
会
で
も
審
議
し
ま
し
た
）

リ
ニ
ア

　
広
域
連
携
の
進
め
方
は

請
願・陳
情
審
査
市
民
の
願
い
は
ど
う
な
っ
た

▼
飯
田
長
期
欠
席
児
童
生
徒
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
役
割
は

　
不
登
校
の
現
れ
方
が
複
雑
多
様
化

し
て
き
て
い
る
。関
係
機
関
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
円
滑
な
連
携
を
図
る
必
要

が
あ
る
。ま
た
、学
力
を
つ
け
る
こ
と

で
、不
登
校
が
な
く
な
る
と
い
う
成
果

も
出
て
い
る
。庁
内
の
あ
ら
ゆ
る
部
署

が
連
携
し
て
家
庭
を
支
援
し
て
い
く

た
め
に
会
を
立
ち
上
げ
た
。

児
童
生
徒
の

　
不
登
校
支
援
体
制
は

総
務
文
教
委
員
会

市
民
の
信
頼
に
こ
た
え
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
施
策
展
開
へ

総務文教委員会の様子



いいだ市議会だより───委員会での審議  社会委員会 No.181⑦

▼
市
は
公
共
施
設

の
長
寿
命
化
や
耐

震
化
の
方
針
を
打

ち
出
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、特

養
の
耐
震
診
断
を

な
ぜ
行
わ
な
い
か

　

施
設
の
老
朽
化

に
つ
い
て
は
、改
築
に

向
け
て
検
討
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。耐
震
化
工
事
は

入
所
者
が
生
活
し

て
い
る
状
況
下
で
は

困
難
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

★
慎
重
な
審
議
の
結
果

　
　
採
択
し
ま
し
た

○
請
願
の
要
旨

国
に
対
し
、当
事
者
総
意
に
基
づ
く「
障

害
者
総
合
福
祉
法
」制
定
を
求
め
る
意

見
書
を
提
出
願
い
た
い

○
請
願
者　

社
会
福
祉
法
人
希
望
の
虹（
い

ず
み
の
家
）理
事
長
塩
澤
辰
子
氏
ほ
か
１
名

○
紹
介
議
員　

井
坪
　
隆

委
員
会
で
の
主
な
意
見

■
政
府
が
設
置
し
た「
障
が
い
者
制
度

改
革
推
進
会
議
の
総
合
福
祉
部
会
」で

障
が
い
者
総
合
福
祉
法（
仮
称
）の
制
定

に
向
け
、議
論
が
な
さ
れ
た
が
総
合
福

祉
部
会
に
よ
る
骨
格
提
言
の
う
ち
国
が

案
と
し
て
取
り
入
れ
た
の
は
わ
ず
か
で

あ
る
。こ
の
た
め
同
部
会
に
よ
る
骨
格

提
言
を
最
大
限
尊
重
す
べ
き
と
の
請
願

は
趣
旨
妥
当
で
あ
る
。

【
関
係
行
政
庁
等
へ
の
意
見
書
提
出
】

★
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
総
合

福
祉
部
会
の
骨
格
提
言
を
尊
重
し
た
障

が
い
者
総
合
福
祉
法
の
制
定
を
求
め
る

意
見
書
と
し
て
国
会
及
び
関
係
行
政
庁

へ
提
出
し
ま
し
た
。

▼
地
域
福
祉
の
課
題
に
つ
い
て

関
係
団
体
と
意
見
交
換

　

当
委
員
会
で
は
、こ
の
ほ
ど
各
地
区

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
健
康
福
祉
を

担
当
す
る
委
員
長
、飯
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
役
員
の
み
な
さ
ん
と
、そ
れ

ぞ
れ
地
域
福
祉
の
現
状
を
め
ぐ
り
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
の
や
り
と

り
の
中
で
は
、課
題
と
し
て「
買
い
物
弱

者
対
策
」「
高
齢
者
の
ご
み
出
し
困

難
」が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、介

護
報
酬
改
定
に
伴
う
事
業
運
営
へ
の

影
響
や
特
養
飯
田
荘
な
ど
の
老
朽
化

に
つい
て
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、

委
員
会
と

し
て
も
課

題
に
つ
い
て

調
査
を
行

い
政
策
提

言
な
ど
に

つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

請
願・陳
情
審
査

市
民
の
願
い
は
ど
う
な
っ
た

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
耐
震
診
断
な
ぜ
行
わ
な
い

▼
地
域
子
育
て
支
援・子
育
ち
子
育
て

応
援
事
業
補
助
金
と
は

　

昔
の
遊
び
場
環
境
を
現
代
に
再
現

す
る
た
め
、地
域
住
民
が
市
内
の
公
園

等
を
利
用
し
、冒
険
広
場（
プ
レ
イ
パ
ー

ク
）を
運
営
す
る
こ
と
に
対
し
て
支
援

し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

モ
デ
ル
地
区
に
お
い
て
は
、運
営
委

員
会
を
立
ち
上
げ
て
、子
ど
も
自
身
が

「
遊
び
」を
つ
く
る
遊
び
場
と
し
て
実

現
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

子
育
て
支
援

　
プ
レ
イ
パ
ー
ク
と
は

▼
市
や
定
住
自
立
圏
と
し
て
の
成
年

後
見
セ
ン
タ
ー
設
立
の
見
通
し
は
ど

う
か

　

昨
年
11
月
か
ら
行
っ
て
い
る
検
討
会

で
の
議
論
も
踏
ま
え
、で
き
る
だ
け
早

く
課
題
を
整
理
し
て
い
く
。

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

　
設
立
は

地
域
福
祉

  

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
役
割
は

▼
有
償
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
ど
の

よ
う
な
陣
容
、体
系
で
あ
る
か
。ま
た

事
業
の
普
及
に
あ
た
り
自
治
振
興
セ

ン
タ
ー
が
役
割
を
果
た
す
展
開
は
考

え
ら
れ
な
い
か

　

こ
の
事
業
は
社
会
福
祉
協
議
会
に

委
託
し
、地
区
社
協
単
位
で
市
内
11

地
区
に
お
い
て
実
施
を
予
定
し
て
い

る
。利
用
対
象
は
福
祉
手
帳
の
所
持

者
や
介
助
が
必
要
な
方
で
あ
る
。

　

地
域
福
祉
を
考
え
る
時
、自
治
振

興
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
大
変
重
要
で
あ

る
。対
応
を
研
究
し
て
い
く
。

▼
地
域
福
祉
計
画
策
定
の
め
ど
は
ど

う
か

　

実
践
活
動
と
し
て
、災
害
時
助
け
合

い
マ
ッ
プ
で
把
握
さ
れ
た
情
報
を
活
用

し
て
見
守
り
行
動
を
実
施
し
て
い
く
。

　

各
地
区
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
や
社

会
福
祉
協
議
会
と
も
連
携
し
て
地
域

福
祉
の
課
題
を
洗
い
出
し
、解
決
策
の

検
討
を
行
い
な
が
ら
、な
る
べ
く
近
い

将
来
に
計
画
を
策
定
す
る
。

地
域
福
祉

　
計
画
策
定
の
め
ど
は

安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

社
会
委
員
会

特別養護老人ホーム 飯田荘

各地区健康福祉担当委員長との意見交換

社
会
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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▼
市
で
出
資
を
行
っ
て
い

た
㈱
ウ
ッ
ド
ア
ン
ド
ア
ー

ス
が
事
業
継
続
を
断
念
し

解
散
し
た
こ
と
に
よ
り
、

市
は
新
体
制
に
向
け
た
支

援
を
行
う
と
の
こ
と
だ

が
、新
た
な
経
営
体
制
が

業
務
を
継
承
し
、製
材
所

と
の
水
平
連
携
に
よ
り
事

業
展
開
す
る
が
、地
域
の

林
業
は
好
転
し
て
い
く
か

　

遠
山
地
区
は
地
域
の
80

％
を
森
林
が
占
め
て
お
り

林
業
は
産
業
の
柱
で
あ

る
。
遠
山
杉
の
魅
力
を
活

か
し
て
事
業
展
開
を
行

い
、
林
業
振
興
を
図
っ
て

い
く
。 事

業
継
続
断
念

　
　
ウ
ッ
ド
ア
ン
ド
ア
ー
ス
は

▼
飯
田
市
千
代
財
産
区
積
立
基
金
の

基
金
管
理
は
ど
の
よ
う
に
行
う
か

　

公
的
な
団
体
で
は
国
債
購
入
な
ど

債
務
不
履
行
の
な
い
運
用
が
一
般
的
で

あ
る
。金
融
商
品
の
利
率
が
高
い
こ
と

の
み
で
基
金
を
運
用
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

地
元
財
産
区
基
金
管
理
は

▼
観
光
事
業・産
地
ツ
ア
ー
創
出
で
の

ツ
ア
ー
の
実
施
形
態
と
検
証
は

　

｢

大
切
な
あ
の
人
に
食
べ
さ
せ
た
い

野
菜
を
探
す
旅｣

等
、様
々
な
ツ
ア
ー
の

企
画・遂
行
を
委
託
し
て
い
る
。企
画
に

は
職
員
も
携
わ
っ
て
お
り
有
効
な
ツ
ア

ー
実
施
を
模
索
し
て
展
開
し
て
い
る
。

観
光
事
業
の

　
産
地
ツ
ア
ー
と
は

▼
飯
田
市
保
健
休
養
施
設(

大
瀬
木)

の
運
営
に
お
い
て
地
元
の
意
見
を
反

映
す
る
機
会
は
あ
る
か

　

地
元
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
検
討
の

場
を
設
け
て
お
り
、施
設
の
運
営
に
お
い

て
も
地
元
と
協
力
し
て
行
わ
れ
る
。

市
の
保
健
休
養
施
設

　
地
元
意
見
の
反
映
は

▼
企
業
誘
致
推
進
事
業
の
大
幅
な
予

算
拡
大
の
内
容
は

　

平
成
24
年
度
か
ら
飯
伊
６
市
町
村

共
同
で
財
団
法
人
日
本
立
地
セ
ン
タ
ー

に
企
業
立
地
支
援
員
を
配
置
す
る
こ

と
と
し
た
。こ
れ
に
よ
り
早
期
の
情
報

入
手
や
情
報
量
の
不
足
を
補
い
企
業

誘
致
を
推
進
し
て
い
く
。

進
む
か
企
業
誘
致

請
願・陳
情
審
査

市
民
の
願
い
は
ど
う
な
っ
た

産
業
経
済
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

健
全
な
森
林
の
保
全
の
た
め
に

★
慎
重
な
審
議
の
結
果

　
　
趣
旨
採
択
し
ま
し
た

○
請
願
の
要
旨

国
に
対
し
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
交
渉
に
向
け

た
協
議
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
を
提

出
願
い
た
い

○
請
願
者　

飯
伊
農
民
組
合
組
長

松
村
隆
平
氏

○
紹
介
議
員　

後
藤　

荘
一

委
員
会
で
の
主
な
意
見

■
平
成
22
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い

て
、国
に
対
し
慎
重
な
対
応
を
求
め
る

意
見
書
を
採
択
し
て
お
り
、協
議
の
中

止
を
求
め
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
。

■
現
段
階
に
お
い
て
協
議
を
中
止
す
る

こ
と
は
国
の
信
用
問
題
に
も
関
わ
る
。

■
願
意
は
理
解
で
き
る
が
、日
本
を
取

り
巻
く
貿
易
環
境
は
変
革
を
求
め
ら

れ
て
い
る
。

■
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
考
え
る
時
期
で

あ
る
。

　

委
員
会
活
動
の一環
と
し
て
社
団

法
人
長
野
県
経
営
者
協
会
飯
伊
支

部
長
を
招
き
、「
地
場
産
業
の
育
成

に
つ
い
て
」と
題
し
て
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、戦
前・戦
後
の
主
要

産
業
の
変
遷
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
の
企
業
経
営
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、ま
た
、飯
伊
地
域
全
体
の

産
業
に
つ
い
て
、構
造
転
換
の
必
要

性
を
、自
ら
の
実
践
を
交
え
て
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。委
員
会
で
は
、

こ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
市
政
経
営
に
反
映

す
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

長
野
県
経
営
者
協
会
飯
伊
支
部
長

萩
本  

範
文  

氏

産
業
経
済
委
員
会

▼
市
田
柿
と
南
信
州
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
推

進
の
他
に
ブ
ラ
ン
ド
化
は
考
え
な
い
か

　

２
品
目
を
特
化
し
て
事
業
を
推
進
し

て
い
る
。地
域
に
は
評
判
の
高
い
豚
肉
な

ど
あ
り
経
常
経
費
で
対
応
し
て
い
く
。

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化

　
　
ど
う
推
進
す
る
か
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▼
小
水
力
発
電
施
設
を
設
置
し
た

場
合
、災
害
に
対
応
で
き
る
か

　

設
置
箇
所
は
上
村
地
区
の
小
沢
川

で
あ
る
。昔
、水
力
発
電
所
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
導
水
路
で
いっ
た
ん
水
を

た
め
た
後
に
圧
力
を
か
け
て
発
電
す

る
予
定
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
も
砂
防
工

事
や
堰
堤
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、災

害
の
心
配
は
少
な
い
。ま
た
、工
法
の

中
で
水
害
等
へ
の
対
応
が
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

小
水
力
発
電

　
　
　
災
害
の
危
険
性
は

皆
水
洗
化
に
向
け
て

合
併
浄
化
槽
加
入
推
進
の
考
え
は

リ
ニ
ア
を
見
据
え
て

広
域
的
な
視
点
で
の
土
地
利
用
を

▼
太
陽
光
発
電
所
運
転
補
助
金
の
具

体
的
な
内
容
は
ど
う
か

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
い
い
だ
に
お
け
る
中

部
電
力
㈱
に
対
す
る
償
却
資
産
税
相

当
分
の
補
助
金
で
あ
る
。期
間
は
設
備

の
法
定
耐
用
年
数
に
合
わ
せ
17
年
間

を
想
定
し
て
い
る
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

　
運
転
補
助
金
は

▼
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
来
年
は
料

金
改
定
の
年
で
あ
り
、市
民
の
関
心

も
高
い
。皆
水
洗
化
計
画
終
了
後
に

お
け
る
企
業
会
計
の
長
期
的
な
展
望

や
収
支
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
情
報

提
供
が
必
要
で
は

　

新
年
度
で
、企
業
会
計
移
行
に
関

す
る
基
礎
的
な
調
査
を
行
う
予
定
で

あ
る
。会
計
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
事

業
経
営
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、必
要

に
応
じ
情
報
提
供
を
行
い
た
い
。

下
水
道
料
金
の
改
定
は

▼
リ
ニ
ア
を
見
据
え
た
土
地
利
用
の

あ
り
方
と
は

　

市
の
全
体
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

骨
子
案
を
示
す
と
と
も
に
関
係
す
る

地
域
の
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、新

し
い
時
代
に
対
応
し
た
土
地
利
用
基

本
方
針
を
策
定
し
た
い
。

　

土
地
利
用
に
つい
て
自
治
体
間
に
温

度
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、広
域
的
な
視

点
で
ま
ち
づ
く
り
を
と
ら
え
、景
観
や

土
地
利
用
の
理
念
的
な
部
分
か
ら
議

論
を
始
め
た
い
。

災
害
危
険
住
宅
移
転

　
　
　
　
　
対
象
地
域
は

▼
災
害
危
険
住
宅
移
転
事
業
費
の
対

象
と
な
る
住
宅
は
ど
の
地
域
か

　

平
成
24
年
度
に
予
定
し
て
い
る
の
は

駄
科
地
区
で
あ
る
。
竜
西
地
区
は
、

３
５
０
件
余
り
が
対
象
と
な
る
見
込

み
で
あ
り
、竜
東
地
区
は
調
査
を
進
め

て
い
る
。

▼
皆
水
洗
化
計
画
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、合
併
浄
化
槽
の
加
入
推
進
の
考
え
は

　

皆
水
洗
化
に
向
け
、夜
間
に
お
い
て
も
巡

回
訪
問
等
行
い
加
入
促
進
を
図
り
た
い
。

▼
不
法
投
棄
対
策
事
業
の
課
題
と
は

　

先
進
地
の
事
例
に
も
あ
る
が
運
用

エ
リ
ア
を
限
定
し
た
パ
ト

ロ
ー
ル
の
あ
り
方
や
不
法

投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
員
と
環

境
衛
生
組
合
役
員
の
役

割
分
担
を
ど
う
考
え
る

か
、ま
た
、上
位
法
と
条

例
と
の
棲
み
分
け
な
ど

が
課
題
と
考
え
て
い
る
。

不
法
投
棄
対
策
課
題
は

建
設
環
境
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　

現
在
、竜
丘
地
区
の
桐
林
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
広
域
連
合
13
市
町
村

の
ご
み
処
理
を
行
って
い
ま
す
。同
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
市
か
ら
の
ご
み
は

処
理
量
全
体
の
76
％
を
占
め
て
お

り（
平
成
22
年
度
）、施
設
の
運
営
に

与
え
る
影
響
が
大
き
い
と
言
え
ま

す
。同
セ
ン
タ
ー
は
、平
成
14
年
度
の

稼
働
開
始
か
ら
９
年
が
経
過
し
、今

後
、施
設
更
新
に
向
け
広
域
連
合
を

中
心
に
検
討
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

新
施
設
の
規
模
や
処
理
方
式
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
う
え
で
、将
来

の
市
の
ご
み
分
別
、収
集
運
搬
体
制

等
の
検
討
に
よ
っ
て
、ご
み
の
量
な
ど

を
見
定
め
、こ
れ
ら
を
反
映
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
な
って
い
ま
す
。

　

今
後
、委
員
会
と
し
て
も
動
向
を

注
視
し
議
論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。桐林クリーンセンター

建
設
環
境
委
員
会

自
然・環
境
と
調
和
し
た
低
酸
素
社
会
づ
く
り
へ上村地区小沢川での説明会

メガソーラーいいだ
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各会派による政務調査の概要（平成23年10月から24年3月までの実施分）です

会派のぞみ  中島武津雄（代表）/木下克志/湊  猛/上澤義一/新井信一郎/吉川秋利/清水  勇/湯澤啓次

■平成23年11月及び24年2月　
　熊本県  水俣市　「水俣病と地域づくり、環境政策」
　佐賀県  鳥栖市　「九州新幹線新鳥栖駅周辺整備事業」
　埼玉県  八潮市　「小中一貫教育」　ほか8ヵ所

会派みらい  原  勉（代表）/井坪  隆/森本美保子/原  和世/福沢  清

■平成23年10月及び24年3月
　売木村　「第2回リニアの時代と飯田下伊那」　村長・村議会・商工会との懇談
　高森町　「第3回リニアの時代と飯田下伊那」　商工会との懇談

公  明  党　林  幸次（代表）/村松まり子/永井一英

■平成23年10月、11月、24年1月及び2月
　中野市　「北信保健衛生施設組合　東山クリーンセンター」
　岡山県  倉敷市　「歴史的資産を活用した都市景観づくり」
　三重県  亀山市　「子ども総合支援センターの取り組み」　ほか7ヵ所

市民パワー  下平  勝熙（代表）/清水可晴/木下容子

■平成24年2月
　千葉県  野田市　「公契約条例策定経過と取り組み」
　岐阜県  多治見市　「小型家電回収事業」
　京都市　「自転車でまちづくり　自転車安全条例」

日本共産党  伊壷敏子（代表）/後藤荘一/内田雄一

■平成23年10月及び24年2月
　安曇野市　「穂高クリーンセンター」
　熊本県  水俣市　「環境政策」
　熊本県  球磨村　「球磨村森林組合の多角的な事業の取り組み」

無   会   派  牛山滿智子

■平成23年10月
　静岡県  静岡市　「北京JAC全国セミナーin静岡 第７分科会　災害・復興とジェンダー」

市議会各会派等では調査研究活動を行い、今後の政策の立案、提言に活かし、ひいては市民益につなげていくこと
をめざしています。　飯田市議会では、政務調査費として議員１人あたり年額14万円を交付しています。
政務調査の詳細は市公式サイトに掲載しているほか、年２回政務調査報告会を行っています。
http://www.city.iida.lg.jp/　　　　　市民のみなさん、ぜひ傍聴におこしください。

政務調査とは



いいだ市議会だより───議会改革をすすめています No.181⑪

市民に信頼される議会をめざして市民に信頼される議会をめざして市民に信頼される議会をめざして
今後、市議会をこう変えていきたいと考えています

議会改革・運営ビジョンを策定
市議会のめざすべき姿（３つの視点）
❶市民のみなさんと協力し合う関係づくりで市民の声を政策
　に反映します。
❷政策において執行機関側（市）と切磋琢磨し、政策決定の過
　程を市民のみなさんにしっかり説明していきます。
❸市民のみなさんのために、議決権を行使し、市の重要な計
　画等について議会がこれまで以上に関与していきます。

ビジョンの柱と重点的な取り組み

議会改革推進会議を設置

○民意を反映した政策実現
　・市民のみなさんの声を聴き、政策形成につなげていくため「議会報告会」を継続実施します。
　・政策立案に向け、市民のみなさんとのコミュニケーションの場を拡充していきます。
○議会での活発な議論
　・全議員参加での政策討論会を実施していきます。
○執行機関（市）の予算・事業等をチェック
　・市の重要な計画については議決権の対象とし、監視、評価していきます。
　※詳細は議会ホームページに掲載していきます。

○常設の機関として「議会改革推進会議」（議員8人が委員）を設置し、新たな議会改革の取
　り組みに着手しました。

策定した議会改革・運営ビジョン

全員協議会での検討の様子

平成23年1月

　　　4月
8月

　　　9月～

平成24年3月

自治基本条例中の議会・議員の役割について全議員
で検証を開始しました
中間取りまとめ
報告書案の最終確認
議会制度検討委員会設置
29項目の課題を抽出し検討を進めました
議会改革・運営ビジョンの策定

■これまでの検討経緯

市議会に対する市民のみなさんの声をお寄せください。



～飯田市は平成19年第１回定例会で環境文化都市宣言をしました～No.181 ⑫

議 員 紹 介議 員 紹 介 議員の人となりなどを議員自らが紹介します。（議席順に掲載）

～市民の音楽祭「オケ友」～  井坪  隆
　今年も「オケ友」（オーケストラと友
に音楽祭）の季節がやってくる。“おけと
も“と私のパソコンに入力するときちん
と変換されるようになったし、市民の間
にも”オケ友“の言葉が結構聞かれる。
　「こういうゴールデンウィークの過ご

し方もあるんですね」演奏会に来られたお客様の声である。
スタッフの間には開催時期をめぐって異論もあったが、４日
間の音楽祭を支える人々、つまりこの事業の主体となる市民
（スタッフも）が、楽しく気楽に関わることのできる時期がここ
だったのだ。その支える側に、私も参加している。
　アフィニス夏の音楽祭が終わると聞き、飯田から音楽祭は
なくなってしまうのか、そんな不安の中、当時は本当に手探り
だった。どこかの音楽祭のように、「誰か」に頼ることなく、私
たち自身の思いで私たちの手で音楽祭を創り上げたい、と４
年前に始まった。
　まだ４回目、との意見も聞かれる中スタッフは、第５回を大
きな節目にしようと、もう走り始めている。

～老松に思う～   原  和世
　今定例会で、一番思いが深いのは
老松の件でした。新庁舎建設に伴い用
地の収用を進める中で判った事です。
　ある旧家の庭に立つ樹齢百五十年
とも言われるクロマツを、残せないか
の要望が市民から提出されました。提

出した市民の想い、受けた市側の逡巡、議会でも意見が錯
綜しました。3月19日、移植について断念する事、その理由
が報告され、その内容は尤もの事の様に思えました。
　会議が終わり、思ってマツを見上げると、青々とした枝を
張り立派に見えました。市民から、「待った」が掛からなけれ
ば見過ごしていた事です。よくよく考えれば、若木がここま
でに成るには、家人は固より代を超えた職人達の思い、景
色として親しんできた町の人の思いなどが有ったのです。
何も理由が無くて其処に有る存在は無い、この事に気付か
されました。
　今有る事の意味を良く考えなくてはならない、と思いま
した。

発行/長野県飯田市議会
〒395-8501長野県飯田市大久保町2534番地  飯田市議会事務局　℡0265-22-4523(直通)　Fax0265-53-8821
E-mail:igikai@city.iida.nagano.jp　　URL http://www.city.iida.lg.jp/

編集後記
　今号から紙面をリニューアルし、編集後記コーナーを設けるこ
とになった。議会が何をしているか見える化、広報の変革の一端
とご理解願いたい。「広報広聴委員会」設置の協議も始める。
　結果はどのようになるにせよ議論は大切である。市議会だより
編集は、従来から工夫を凝らしながら、市民が興味を持てるような
紙面構成に留意してきたが、さきの地方紙アンケートによると市
民に市政内容が十分伝わっていない様子がうかがえた。今後検
討の必要性を痛感するところである。市議会だよりを通し、議会
活動を理解いただきながら飯田市の発展に貢献していきたい。

議会の動き（予定）
■6月定例会 は6月4日（月）から始まります。
　日程の詳細はホームページをご覧ください。

◆議会への請願・陳情の締切は5月29日（火)午後5時で
　す。
　編集委員
　　委員長　上澤義一　副委員長　村松まり子
　　委　員　湯澤啓次　吉川秋利　永井一英　
　　　　　　内田雄一　下平勝熙　井坪　隆

本会議の模様は飯田ケーブルテレビデジタル７１４chで中継しているほか、どなたでも自由に傍聴できます。
（席に限りがあるため、団体での傍聴希望の場合は、事前に下記までご連絡ください。）
会議録もご覧ください。http://www.kaigiroku.net/kensaku/iida/iida.html

議会傍聴に
おこしください
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